
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

一

二

号

い
わ
ゆ
る
郵
便
不
正
事
件
に
係
る
国
家
賠
償
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

浅

野

貴

博
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い
わ
ゆ
る
郵
便
不
正
事
件
に
係
る
国
家
賠
償
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

郵
便
料
金
の
割
引
制
度
が
悪
用
さ
れ
た
事
件
で
容
疑
者
と
さ
れ
た
も
の
の
、
昨
年
九
月
、
無
罪
判
決
を
受
け
た
厚
生
労
働
省

の
村
木
厚
子
元
局
長
が
、
自
身
を
取
り
調
べ
た
大
阪
地
検
元
特
捜
部
長
ら
に
対
し
、
精
神
的
苦
痛
を
受
け
た
等
と
し
て
約
四
一

〇
〇
万
円
の
支
払
い
を
求
め
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
本
年
十
月
十
七
日
、
東
京
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
政
府
は
、
村
木
元
局

長
の
請
求
の
う
ち
、
休
職
中
の
給
与
分
等
に
あ
た
る
約
三
七
七
〇
万
円
の
賠
償
に
応
じ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
右
を
踏
ま

え
、
質
問
す
る
。

一

村
木
元
局
長
の
事
件
は
冤
罪
で
あ
る
か
。
政
府
、
特
に
平
岡
秀
夫
法
務
大
臣
の
見
解
如
何
。

二

村
木
元
局
長
の
事
件
が
発
生
し
た
原
因
は
何
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
冤
罪
事
件
を
発
生
さ
せ
た
最
終
的
な
責
任
を
負
う
の

は
誰
か
。

三

今
回
政
府
と
し
て
、
村
木
元
局
長
の
請
求
に
一
部
応
じ
た
理
由
は
何
か
。
右
は
政
府
と
し
て
、
村
木
元
局
長
の
事
件
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
責
任
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
こ
と
に
な
る
の
か
。
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

四

政
府
、
特
に
平
岡
大
臣
と
し
て
、
今
回
村
木
元
局
長
の
賠
償
請
求
の
一
部
に
応
じ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
村
木
元
局
長
の
事

件
は
最
終
的
に
解
決
し
た
と
み
な
す
考
え
で
い
る
の
か
。

一



五

今
回
政
府
と
し
て
、
村
木
元
局
長
の
請
求
の
一
部
に
応
じ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
政
府
は
、
村
木
元
局
長
が
取
調
べ
で

供
述
し
た
内
容
等
が
報
道
機
関
に
リ
ー
ク
さ
れ
た
こ
と
で
名
誉
を
棄
損
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
慰
謝
料
の
請
求
に
は
応
じ
て

い
な
い
と
承
知
す
る
が
、
応
じ
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

六

今
回
、
村
木
元
局
長
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
慰
謝
料
の
原
資
は
国
民
の
税
金
で
あ
る
か
。
確
認
を
求
め
る
。

七

村
木
元
局
長
へ
の
賠
償
が
、
国
民
の
税
金
に
よ
り
行
わ
れ
る
の
は
筋
違
い
で
は
な
い
の
か
。
あ
く
ま
で
二
の
責
任
を
負
う

者
が
、
賠
償
金
を
負
担
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
平
岡
大
臣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


